
取扱暗号資産の概要説明書

2025年6月30日

日本語の名称 カイア

現地語の名称 Kaia

呼称（日本語の名称と同じ場合はー表記） ー

ティッカーコード（シンボル） KAIA

発行開始（年、月、日） 2024年8月29日

時価総額（ドル基準、例：＄1.000.000） $880,094,033

時価総額（円基準、例：￥100.000.000） ¥133,320,339,411

主な利用目的 送金、決済、スマートコントラクト

利用制限の有無 なし

海外流通の有無 あり

国内流通の有無 あり

店舗等の利用制限の有無 なし

利用制限を行う者の属性 ー

利用制限の内容 ー

一般的な性格

分散型の価値保有・価値移転の台帳データ維持のため

の、暗号計算および価値記録を行う記録者への対価・代

償として発行される暗号資産。

分散型アプリケーションが動作する実行環境の役割を果

たす特徴を持つ。

法的性格（資金決済法第2条第14項第１号、第２号

の別 例：第1号）
第1号

2号の場合：相互に交換可能な1号暗号資産の名称 ー

発行暗号資産に対する資産（支払準備資産）の有無

および名称
なし

発行者に対する保有者の支払請求権（買取請求権） ー

支払請求（買取請求）による受渡資産 ー

発行者が保有者に付与するその他の権利 ー

発行者に対して保有者が負う義務 ー

価値の決定 保有者間の自由売買による。

交換（売買）の制限 ー

価値移転、保有情報を記録する電子情報処理組織の

形態
パブリック型ブロックチェーン

保有・移転記録台帳の公開、非公開の別 公開

保有・移転記録の秘匿性 公開鍵暗号の暗号化処理を施しデータを記録。

利用者の真正性の確認
秘密鍵と公開鍵を用いた暗号化技術により、利用者本人

が発信した移転データと特定し、記帳する。

価値移転記録の信頼性確保の仕組み Istanbul Byzantine Fault Tolerance（IBFT）

誕生時に技術的なベースとなったコインの有無とそ

の名称（アルトコインのみ）
ETH

取引単位の呼称 KAIA

保有・移転記録の最低単位 kei（1KAIA=1,000,000,000,000,000,000kei）

概要書更新年月日
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交換可能な通貨又は暗号資産 全て可

交換制限 ー

制限内容 ー

交換市場の有無 あり

価値が連動する資産等の有無 なし

価値連動する資産等の名称 ー

価値連動する資産等の内容 ー

価値連動する資産との交換の可否 ー

価値連動する資産との交換比率 ー

価値連動する資産との交換条件 ー

その他の付加価値（サービス）の有無 あり

付加価値（サービス）の内容
Kaiaネットワーク上でのスマートコントラクトの記録と

実行

過去3年間の付加価値（サービス）の提供状況

Kaiaネットワークの前身となるKlaytnネットワークは、

2019年のメ

インネット開始以来、安定して稼働・提供が行われてい

る

発行者 あり

発行主体の名称 Kaia DLT Foundation

発行主体の所在地 Abu Dhabi

発行主体の属性等 非営利団体

発行主体概要
KAIAブロックチェーンのプログラム開発・ネットワーク

の維持を目的としている団体

発行暗号資産の信用力に関する説明

多数の記録者による多数決をもって移転記録が認証され

る仕組み。

ブロックチェーンによる保有・移転管理台帳による記録

管理と重層化した暗号化技術による記録の保全能力。

保有・移転管理台帳の公開。

暗号化技術による保有者個人情報の秘匿性。

発行方法 プログラムによる自動発行。

発行可能数 上限なし

発行可能数の変更可否 ー

変更方法 ー

変更の制約条件 ー

発行済み数量 6,027,085,623.59 KAIA（2025年5月）

今後の発行予定または発行条件 プログラムによる自動発行
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過去３年間の発行状況

ブロックチェーンFinschiaとKlaytnが統合して誕生する

新たなブロックチェーン「Kaia」の基軸暗号資産として

発行された。

 各ブロックチェーンからの移行比率は、1 FINSCHIA =

148.079656 KAIA・1 KLAY = 1 KAIA であった。

 

 なお、FinschiaとKlaytnの統合以降の発行状況は、2025

年5月時点で202,660,574 KAIAとなっている。

過去３年間の発行理由

2024年8月29日付で、ブロックチェーンFinschiaと

Klaytnが統合し誕生した新たなブロックチェーン

「Kaia」の基軸暗号資産としてKAIAが発行された。

過去３年間の償却状況 2,232,862 KAIA

過去３年間の償却理由 取引手数料の償却のため。

発行者の行う発行業務に対する監査の有無 なし

監査を実施する者の氏名又は名称 ー

直近時点で行われた監査年月日 ー

直近時点における監査結果 ー

ブロックチェーン技術の利用の有無 あり

ブロックチェーンの形式 パブリック型ブロックチェーン

ブロックチェーン技術を利用しない場合には、その ー

利用するブロックチェーン技術以外の技術の内容 ー

価値移転認証の仕組み 台帳形式

価値記録公開/非公開の別 公開

保有者個人データの秘匿性の有無 あり

秘匿化の方法 公開鍵と秘密鍵による暗号化

価値移転ネットワークの信頼性に関する説明

オープンネットワークの脆弱性に対し、暗号により連鎖

する台帳群（ブロックチェ－ン）および記録者による多

数決をもって移転記録が認証される仕組みを用い、多数

の記録者のネットワークへの参加を得ることによって、

データ改竄の動機を排除し、信頼性を確保する。

記録者の数

36

参照元：

https://square.klaytn.foundation/GC?tab=LIST

記録者の分布状況 アジアを中心とした複数の企業により構成されている

記録者の主な属性 KAIA Governance Councilに参加しているメンバー

記録の修正方法 確定されたブロックの記録は修正不可能

記録者の信用力に関する説明

記録者になるには最低5,000,000KAIAをステーキングす

る必要がある。報酬を得るために正しい記録を行う動機

があり、その結果、現状はシステムが正常に作動してい

る。
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価値移転の管理状況に対する監査の有無 なし

監査を実施する者の氏名又は名称 ー

直近時点で行われた監査年月日 ー

その監査結果 ー

（統括者に関する情報）

記録者の統括者の有無 なし

統括者の名称 ー

統括者の所在地 ー

統括者の属性 ー

統括者の概要 ー

価値移転ネットワークの脆弱性に関する特記事項

悪意ある多数の記録者が結託し、記録台帳を改ざんする

ことができる。

しかし、記録者は5,000,000KAIAをステーキングしなけ

ればならないため、改ざんにより価値毀損を考慮すると

経済合理性の観点から発生の可能性は低いと言える。

保有情報暗号化技術の脆弱性に関する特記事項 ー

発行者の破たんによる価値喪失の可能性に関する特 なし

価値移転記録者の破たんによる価値喪失の可能性に

関する特記事項
ー

移転の記録が遅延する可能性に関する特記事項

複数の記録者のネットワーク機能が失われた場合や、処

理可能なトランザクションを上回る量の取引がブロック

チェーン上で発生した場合に遅延する可能性がある。

プログラムの不具合によるリスク等 に関する特記

事項

他の暗号資産同様、ブロックチェーン上にデプロイされ

たコントラクトコードに未発見の脆弱性が存在した場

合、悪意ある攻撃者により不正な取引が発生するリスク

がある。

過去に発生したプログラムの不具合の発生状況に関

する特記事項

2021年11月にブロック生成の遅延が生じる不具合が発

生したが、即座に原因の分析がなされ、翌日には修正プ

ログラムの実行がなされている。同様の問題の再発も見

られないことから、取扱い上の問題はないと評価してい

る。

非互換性のアップデート（ハードフォーク）の状況 なし

今後の非互換性アップデート予定 ー

正常な稼働に影響を与えたサイバー攻撃の履歴 ー

価格データの出所 出所：Zaif Orderbook trading

１取引単位当たり計算単価（ドル基準、例：

＄1.000.000）
$0.1528

１取引単位当たり計算単価（円基準、例：

￥100.000.000）
¥22.1202

ドル/円計算レート 2025年6月30日基準 144.81
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四半期取引数量

2025年4月～6月

￥4,044(百万円)

出所：CoinMarketCap

URL：

https://coinmarketcap.com/ja/currencies/klaytn/histo

rical-data/

付帯条件

①利用者に対し、KLAYのインフレーションの仕組みや

詳細について、一般的な暗号資産の紹介とは別に、説明

等の情報提供を行い、利用者が適切な投資判断ができる

よう、対策を講じること。

付言

①アップグレードや統合の詳しい仕組み、暗号資産の移

行手続き、またその時期について、利用者へ丁寧に情報

提供を行うこと。

②現在、保有者情報が公開されておらず、大量保有者が

確認出来ない状況に照らし、保有者の情報がWebサイト

などを通じて確認出来るようになるまで、大量保有者に

ついて会員が独自に調査した情報を、定期的に利用者に

開示していくこと。

2024年8月29日ブロックチェーンKlaytnとFinschiaが統

合し、新たな統合ブロックチェーンKaiaが誕生し、暗号

資産KLAY（クレイ）とFNSA（フィンシア）が統合さ

れ、新しい暗号資産KAIA（カイア）に移行。また、

KAIAインフレーションの仕組みについて下記URLを参

照。

https://support.zaif.jp/hc/ja/articles/21864963874329

-%E3%82%AB%E3%82%A4%E3%82%A2-KAIA-

%E6%97%A7%E3%82%AF%E3%83%AC%E3%82%A4-

KLAY-

%E3%81%A8%E3%81%AF%E3%81%AA%E3%82%93%E

3%81%A7%E3%81%99%E3%81%8B
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